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２０２４年３月兵庫県高等学校卒業予定者の就職慣行に関する申合せ 
 

学校関係者、経済団体等代表者、行政関係者で構成する「兵庫県高等学校就職問題検討会議」は、生徒の

就職機会の均等・拡大を期するとともに、将来を担う高等学校卒業予定者の就職活動の秩序を維持し、健全な

学校教育と学習環境を確保するため、令和５年度（２０２４年３月卒業）の高等学校卒業予定者の就職慣行の

取扱いを下記のとおりとした。 

翌年度以降の取扱いについては、令和５年度の実施状況を踏まえて再検討することとした。 

 

令和５年２月３日 

兵庫県高等学校就職問題検討会議 

 

記 

 

１ 応募・推薦 

(1)応募・推薦数 

① １０月３１日までの取扱い 

 ア 応募・推薦は１人１社とする。（１人の生徒が一時に応募・推薦する企業を１社に限定する制度） 

② １１月１日以降の取扱い 

 ア 応募・推薦は１人２社までの複数応募を可能とする。 

 イ １０月３１日までに応募し、採否結果が出ていない場合も複数応募を可能とする。 

 ウ 複数応募し１社が不採用となった場合、新たに１社への応募を可能とする。 

 エ 応募した２社から採用内定通知を受けた場合は、速やかにいずれかを選択し、それぞれの企業 

に通知する。 

オ 県外企業への応募は、企業の所在する都道府県（都道府県とは求人受理安定所を管轄する都道

府県をいう。）の取扱いに合わせることとする。 

(2）対象求人 

ア 対象求人は、指定校求人及び公開求人とする。 

イ 公開求人は、高卒就職情報ＷＥＢ提供サービスにおいて７月１日から公開することとし、推薦

依頼数を限定しないものとする。 

ウ 未充足の指定校求人は、１０月1日以降、企業の意向に基づき、指定校に連絡し、了承を得た

うえで、公開求人に変更できるものとする。 

 

２ 企業・学校関係者への周知 

ア 求人企業への周知は、ハローワークが毎年開催する「求人説明会」及び求人申し込み受理時等に

行うものとする。 

イ 学校関係者への周知は、教育委員会が行うものとする。 

 

３ その他 

ア 校内選考（応募希望者数が推薦依頼数を上回っている場合などに、適性を考慮するなどにより応

募者数を調整するもの）は従来どおりとする。 

イ 関係者による高校生を対象とした求人申込及び採用枠の拡大を積極的に依頼することとする。 

ウ 応募前職場見学会の積極的な実施についてハローワークが事業主に働きかける。 

ただし、事前選考につながらないよう配慮することとする。 

  エ 採否通知は、採用選考後、できるだけ早期（1週間から１０日以内）に出すこと。 

兵庫県高等学校卒業予定者就職慣行に関する申し合わせ事項 


